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1.  22年9月期の連結業績（平成21年10月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年9月期 2,218 0.4 31 ― 29 ― 15 ―

21年9月期 2,209 ― △72 ― △72 ― △153 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当た

り当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

22年9月期 462.99 ― 1.9 1.3 1.4
21年9月期 △4,455.62 ― △19.1 △2.9 △3.3

（参考） 持分法投資損益 22年9月期  19百万円 21年9月期  11百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年9月期 1,932 844 43.7 24,505.84
21年9月期 2,525 802 31.8 23,274.92

（参考） 自己資本   22年9月期  844百万円 21年9月期  802百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

22年9月期 △150 191 △296 215
21年9月期 △508 338 △372 478

2.  配当の状況 

 

1株当たり配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

21年9月期 ― 0.00 ― 0.00 ― 0 ― ―

22年9月期 ― 0.00 ― 0.00 ― 0 ― ―

23年9月期 
（予想）

― 0.00 ― 0.00 ― ―

3.  23年9月期の連結業績予想（平成22年10月1日～平成23年9月30日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

― ― ― ― ― ― ― ― ―

通期 2,400 8.2 75 135.9 55 83.4 35 119.3 1,015.49
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(注) 詳細は、8ページ「企業集団の状況」をご覧ください。 

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変
更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、18ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

(注) １株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、34ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年9月期 35,211株 21年9月期 35,211株

② 期末自己株式数 22年9月期  745株 21年9月期  745株

（参考）個別業績の概要 

1.  22年9月期の個別業績（平成21年10月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年9月期 2,218 0.4 30 ― 9 ― △4 ―

21年9月期 2,209 △8.3 △72 ― △85 ― △165 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

22年9月期 △134.57 ―

21年9月期 △4,801.01 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年9月期 1,837 750 40.8 21,765.18
21年9月期 2,451 728 29.7 21,131.81

（参考） 自己資本 22年9月期  750百万円 21年9月期  728百万円

2.  23年9月期の個別業績予想（平成22年10月1日～平成23年9月30日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

1.本資料に記載されている業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と 異
なる場合があります。 
2.当期の業績予想には大型案件が含まれており、その時期が流動的なため、第2四半期累計期間における業績予想の発表は控えさせていただいておりま
す。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

― ― ― ― ― ― ― ― ―

通期 2,400 8.2 75 149.5 55 495.6 35 ― 1,015.49
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(当期の経営成績） 

 当連結会計年度におけるわが国経済は、緩やかに回復しつつあるものの、改善の動きが弱まっており

ます。企業収益や企業の業況感は引き続き改善しておりますが、輸出や生産は、増加のペースが鈍化し

ており、国内経済は、公共投資の減少等の要因もあり景気回復の動きが一時的に弱まっております。 

  このような環境の中で、ＳＰＯＴ衛星画像事業に係わる特別損失を計上したものの、医療画像事業

分野の増収等もあり、当社は、増収、黒字転換を図ることができました。 

 その結果、売上高は2,218百万円で前期比0.4％の増となりました。売上総利益は当第4四半期より個

別原価計算を導入したこともあり、前期比1.3%減の639百万円となりました。 

 営業利益は、全社の販売費及び一般管理費削減（前期比15.6%減の607百万円）等もあり、104百万円

改善し、31百万円（前期△72百万円）となりました。 

 営業外収益は、受取利息や持分法による投資利益等、計39百万円を計上しました。また、営業外費用

は、支払利息及び為替差損等、計41百万円を計上しました。この結果、経常利益は前期より102百万円

改善し、29百万円となりました。 

  特別利益は、投資有価証券の売却による利益45百万円、特別損失は、ＳＰＯＴ衛星画像事業に係わ

る損失等56百万円を計上しました。その結果、当期純利益は15百万円（前期△153百万円）の黒字とな

りました。以上、期初目標には未達でしたが、事業環境の厳しい中、増収、黒字転換を果たすことがで

きました。 

  

事業別の概況は以下の通りです。 

  

医療画像事業 

 医療画像事業の売上高は1,352百万円、営業利益は195百万円となり、前期売上高1,200百万円を152

百万円上回りましたが、前期営業利益208百万円を13百万円下回りました。増収の主な要因は、前期に

引き続き医療画像マーケットの成長による商談件数の順調な増加によるものです。営業減益については

新規商品投入のための営業・開発人員の増加による販売費の増加によるものであり、次期以降は放射線

科情報システムの市場投入により増益基調の見通しです。 

  

衛星画像事業 

 衛星画像事業の売上高は842百万円、営業利益は48百万円となり、前期売上高940百万円を98百万円

下回りましたが、営業利益は前期11百万円を37百万円上回りました。減収の主な要因は、安全保障分野

向け衛星画像データ及び、ソフトウェア販売の落ち込みによるものです。一方体制を見直し衛星画像デ

ータに付加価値をつけた事業を推進した結果、収益性の改善を得る事が出来ました。引続き農業分野を

始め市場拡大を図り、付加価値をつけた新規開発事業の実現に向け取り組んでまいります。 

  

セキュリティ・ソリューション事業 

 セキュリティ・ソリューション事業の売上高は23百万円、営業損失は8百万円となり、前期売上高

69百万円を45百万円下回り、前期営業損失8百万円と同様になりました。当事業につきましては、今後

も業績の回復が見込めないと判断し撤退いたしました。 

  

  

1. 経営成績

(1) 経営成績に関する分析
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（次期の見通し） 

 景気回復の動きが一時的に弱まっているものの、政府の新成長戦略の中で、健康分野及び環境分野

は新たな需要と雇用の創造分野であると位置づけられております。この環境下、当社が投資を行ってき

た医療・農業・環境の分野は今後も需要が高まっていくものと予測しております。 

 また、当社が新たに取り組んでいる地球環境分野も、避けることのできない問題として社会的関心

の高い分野であることから、新たな事業展開が見込めると予測しております。 

 こうした見通しのもと、当社の事業領域は拡大基調にあると認識し、医療画像事業は事業基盤増強

のための投資を継続して実施し、医療画像保管・配信・表示システムを販売する事業から放射線科統合

情報システム導入事業へ拡大して地域の中核となる病院の情報システムを構築・運営できる体制を築い

てまいります。また、衛星画像事業は従来の中央官庁の安全保障市場への依存体質から脱却し、これま

で蓄積してきた衛星画像アプリケーション技術を生かした農業、環境分野での事業展開を行って、地方

官公庁及び海外への市場を拡大してまいります。 

 以上から、事業領域拡大のための活動と事業の効率化推進により、次期通期見通しを売上高2,400百

万円、営業利益75百万円、経常利益55百万円、当期純利益35百万円としております。 

なお、本資料に記載されている業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであ

り、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。また、当社グループ第2

四半期累計期間の業績予想については、大型案件が含まれており、その時期が流動的であるため、投資

家へ提供する情報としての適切性・有用性に問題が生じるおそれがあります。従って、業績予想は通期

のみの記載とし、その進捗として四半期実績数値により業績報告を行ってまいります。 
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①資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて25.8%減少し、1,360百万円となりました。これは、受取手形

及び売掛金が169百万円増加し、現金及び預金が284百万円、前渡金が278百万円減少したことなどによ

ります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて17.3%減少し571百万円となりました。これは、投資有価証券

が137百万円減少したことなどによります。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて23.5%減少し1,932百万円となりました。 

  

（負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて25.8%減少し965百万円となりました。これは、短期借入金が

130百万円増加し、1年内返済予定の長期借入金が122百万円、前受金が396百万円減少したことなどによ

ります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて70.9%減少し122百万円となりました。これは、長期借入金が

263百万円減少したことなどによります。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて36.9%減少し1,087百万円となりました。 

  

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて5.3%増加し844百万円となりました。これは、利益剰余金

が15百万円増加したことなどによります。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末と比

べ262百万減少し、215百万円となりました。当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況とそ

れらの要因は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、150百万円のマイナスとなり、前年同期比357百万円改善いたし

ました。主な要因は、税金等調整前当期純利益18百万円の計上によるプラス、売上債権の増加による169

百万円のマイナス、たな卸資産の減少による33百万円のプラス、仕入債務の増加により33百万円のプラ

ス、前受金の減少により396百万円のマイナス、前渡金の減少により278百万円のプラス等が生じた事によ

ります。営業活動によるキャッシュ・フローは改善の方向に進んでおります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、191百万円のプラスとなり、前年同期比147百万円減少しまし

た。主な要因は、前年同期は有価証券の償還による収入800百万円、定期預金の預入による支出500百万円

等が生じた事に対し、当連結会計年度は投資有価証券の売却による収入194百万円、定期預金の払戻によ

る収入200百万円、定期預金の預入による支出168百万円等によります。  

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、296百万円のマイナスとなり、前年同期比75百万円減少しまし

た。主な要因は、前年同期は長期借入金の返済による支出381百万円等が生じた事に対し、当連結会計年

度は短期借入れによる収入380百万円、短期借入金の返済による支出250百万円、長期借入金の返済による

支出386百万円等によります。 

(2) 財政状態に関する分析
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
（注）１ 各指標の算出は以下の算式を使用しております。 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

 ２ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後） 

 ３ キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

 ４ 有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象として 

おります。 

 ５ 利払いについては、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

 ６ 平成21年9月期及び平成22年9月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・

レシオについては、営業キャッシュ・フローがマイナスのため算定しておりません。 

  

当社は、株主の皆様への長期安定的な配当を維持しながら適正な利益分配に努めることを経営の最重要

課題の一つと位置づけております。復配の早期実現に向け、一層の事業収益力の強化及び財務体質改善等

の経営基盤の強化を図ってまいります。 

  

平成21年9月期 平成22年9月期

自己資本比率（％） 31.8 43.7

時価ベースの自己資本比率
（％）

24.1 31.0

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（％）

─ ─

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

─ ─

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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当社の事業展開、経営成績、財務状況等に影響を及ぼす可能性のある主なリスクは以下のようなもの

があります。なお、文中における将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において判断したもので

す。 

  

①経営成績の変動について 

国及び地方自治体の予算縮小による発注抑制や景気低迷による民間企業や病院の設備投資減少は、少な

からず当社の経営成績に影響を与える可能性があります。また、衛星画像事業においては、衛星等の不具

合による配給の停止が、経営成績に影響を与える可能性があります。 

  

②業界動向及び競合等について  

当社の主要事業である医療画像事業、衛星画像事業及びその他の事業は、いずれも情報技術の影響を強

く受ける分野であります。そのため、社会や市場での新技術の開発、新方式の採用、新製品の出現あるい

は、競合会社の台頭は、当社取扱商品の急速な陳腐化や市場性の低下をまねき、当社の経営成績に重大な

影響を与える可能性があります。 

  

③製品及びサービスにおける欠陥の発生について 

当社の商品及びサービスについては、仕入先企業及び当社技術部門にて高度の品質保証体制を確立して

おります。しかしながら、万一、商品又はサービスに欠陥が発生し顧客に損失をもたらした場合は、その

損害賠償や社会的評価の低下により、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

  

④為替相場の変動による影響について 

当社の取扱商品には海外からの輸入商品が含まれております。そのため当社は、為替相場の変動による

リスクをヘッジする目的で、常時為替予約等で対策を講じております。しかしながら、リスクヘッジによ

り為替相場変動の影響を緩和することは可能であっても、影響をすべて排除することは不可能であり、当

社の経営成績及び財務状況は少なからず影響を受けております。 

  

⑤情報管理に関するリスク 

当社は事業活動を行うにあたり、多くのお客様の秘密情報やお客様が保有する個人情報に触れる機会を

有しております。そのため、情報保護は当社の最重要課題と認識し、その管理には万全を期しておりま

す。しかしながら、万が一の予期せぬ事態により、当社から情報漏洩が発生した場合には、発生した損害

に対する賠償や当社の社会的信用の低下により、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

  

該当事項はありません 

  

  

(4) 事業等のリスク

(5) 継続企業の前提に関する重要事象等
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 （1）事業の内容  

 最近の有価証券報告書（平成21年12月16日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び 

 「関係会社の状況」から重要な変更がないため開示を省略します。 

  

    

  

2. 企業集団の状況

㈱イメージワン（2667）平成22年9月期決算短信
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当社は、デジタル画像に関わる最新の商品、システム及びサービスを通して、お客様に“Visual 

Solution：目で見て理解のお手伝い”を提供し、「人の健康と国の安心・安全を守り、その社会コスト削

減に貢献する」ことをミッションとしております。 

  

当社グループにおきましては、売上高営業利益率の向上と営業キャッシュフローの黒字転換を目標と

しております。 

  

当社を取り巻く環境が刻々と変化していく状況の中、上記ミッションを達成するために、以下の３つを

経営方針として推進していきます。 

① 自社が保有するコア技術を基礎とした事業領域の拡大 

② 収益基盤・組織力の継続的強化 

③ 増収・増益基調への転換 

景況感は厳しい中ではありますが、医療・農業・環境を成長産業と位置づける政府方針並びに、特に世

界規模での環境への意識の高まりは、当社の事業領域拡大の好機と捉えて取り組んでまいります。 

医療画像事業におきましては、医療画像処理をコア技術に、病院業務のIT化・医療業務の質の向上に貢

献できる総合医療情報分野への進出と拠点医療機関との連携による医療画像サービス事業の創出を目指し

ます。事業戦略としては、製品ラインアップの強化や新システムの市場投入によるPACS事業から医療情報

システム事業への事業領域の拡大、ターゲット市場への集中営業と遠隔診断会社との協業強化による遠隔

診断支援ASPサービスの拡大、医療画像保管サービス事業の新規開拓が挙げられます。 

衛星画像事業におきましては、衛星画像販売代理店から衛星画像ソリューションを提供する会社へと転

換し、事業分野を拡大させることを事業方針としております。中長期的に、地理空間情報分野における新

規事業の開拓に当社は注力してまいります。特に、地球温暖化対策のための森林植生分布、農業改善のた

めの農作物の植生分布および生育状況、水田及び耕地の管理並びに水資源問題対策等、衛星データを活用

した各種事業に参入、注力する所存です。 

  

① 戦略セグメントの見極めと事業投資の実行 

② キャッシュ・フロー経営の徹底と財務体質の強化 

③ 事業領域拡大のための人員の強化と育成 

  • 事業分野に対応したエキスパートの育成 

④ 原価管理と内部統制の強化 

  • 個別原価管理の徹底 

    • 内部統制の強化 

    • ＩＳＭＳの強化  

  

特記事項はありません。 

3. 経営方針

(1) 会社の経営の基本方針

(2) 目標とする経営指標

(3) 中長期的な会社の経営戦略

(4) 会社の対処すべき課題

(5) その他、会社の経営上重要な事項
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4.【連結財務諸表】

(1)【連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成21年９月30日)

当連結会計年度
(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 678,056 ※2 393,742

受取手形及び売掛金 271,599 440,940

商品 72,705 25,037

仕掛品 － 14,056

前渡金 739,162 460,171

その他 73,022 27,373

貸倒引当金 △654 △474

流動資産合計 1,833,894 1,360,848

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 17,566 17,566

減価償却累計額 △12,011 △13,136

建物及び構築物（純額） 5,555 4,430

工具、器具及び備品 27,779 26,729

減価償却累計額 △19,204 △21,956

工具、器具及び備品（純額） 8,575 4,772

有形固定資産合計 14,130 9,203

無形固定資産

ソフトウエア 4,261 36,165

ソフトウエア仮勘定 85,355 75,879

リース資産 － 7,260

画像データならびに同作成権及び販売権 166,200 166,200

その他 2,079 2,079

無形固定資産合計 257,897 287,585

投資その他の資産

投資有価証券 ※1 357,818 ※1 220,798

その他 61,478 54,043

投資その他の資産合計 419,297 274,842

固定資産合計 691,325 571,631

資産合計 2,525,219 1,932,479
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成21年９月30日)

当連結会計年度
(平成22年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 127,752 160,788

短期借入金 － ※2 130,000

1年内償還予定の社債 40,000 40,000

1年内返済予定の長期借入金 386,100 263,600

前受金 706,701 309,880

リース債務 － 1,475

未払法人税等 5,976 4,748

契約損失引当金 － 11,946

その他 34,962 42,797

流動負債合計 1,301,493 965,237

固定負債

社債 80,000 40,000

長期借入金 339,300 75,700

リース債務 － 5,930

退職給付引当金 2,232 994

固定負債合計 421,532 122,624

負債合計 1,723,026 1,087,861

純資産の部

株主資本

資本金 949,601 949,601

資本剰余金 92,599 92,599

利益剰余金 △91,607 △75,649

自己株式 △111,949 △111,949

株主資本合計 838,644 854,601

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △36,450 △22,282

繰延ヘッジ損益 － 12,298

評価・換算差額等合計 △36,450 △9,983

純資産合計 802,193 844,618

負債純資産合計 2,525,219 1,932,479
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(2)【連結損益計算書】

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成20年10月１日
至 平成21年９月30日)

当連結会計年度
(自 平成21年10月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 2,209,736 2,218,561

売上原価 1,562,084 1,579,063

売上総利益 647,651 639,498

販売費及び一般管理費 ※1 719,954 ※1 607,706

営業利益又は営業損失（△） △72,303 31,792

営業外収益

受取利息 15,073 4,400

受取配当金 － 340

持分法による投資利益 11,564 19,014

投資有価証券売却益 2,019 12,357

その他 4,751 3,459

営業外収益合計 33,407 39,571

営業外費用

支払利息 24,694 17,177

為替差損 － 16,992

支払手数料 7,957 7,200

その他 1,435 9

営業外費用合計 34,087 41,380

経常利益又は経常損失（△） △72,982 29,984

特別利益

貸倒引当金戻入額 159 －

投資有価証券売却益 － 45,627

特別利益合計 159 45,627

特別損失

契約損失引当金繰入額 － 53,850

固定資産除却損 － 79

その他 － 2,692

特別損失合計 － 56,622

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損失
（△）

△72,822 18,989

法人税、住民税及び事業税 4,836 3,031

過年度法人税等 75,908 －

法人税等合計 80,744 3,031

当期純利益又は当期純損失（△） △153,567 15,957
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(3)【連結株主資本等変動計算書】

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成20年10月１日
至 平成21年９月30日)

当連結会計年度
(自 平成21年10月１日
至 平成22年９月30日)

株主資本

資本金

前期末残高 949,601 949,601

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 949,601 949,601

資本剰余金

前期末残高 473,505 92,599

当期変動額

欠損填補 △380,906 －

当期変動額合計 △380,906 －

当期末残高 92,599 92,599

利益剰余金

前期末残高 △380,906 △91,607

当期変動額

当期純利益又は当期純損失（△） △153,567 15,957

欠損填補 380,906 －

関係会社への持分法適用に伴う増加高 61,960 －

当期変動額合計 289,298 15,957

当期末残高 △91,607 △75,649

自己株式

前期末残高 △111,949 △111,949

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 △111,949 △111,949

株主資本合計

前期末残高 930,251 838,644

当期変動額

当期純利益又は当期純損失（△） △153,567 15,957

欠損填補 － －

関係会社への持分法適用に伴う増加高 61,960 －

当期変動額合計 △91,607 15,957

当期末残高 838,644 854,601
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成20年10月１日
至 平成21年９月30日)

当連結会計年度
(自 平成21年10月１日
至 平成22年９月30日)

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

前期末残高 △39,730 △36,450

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

3,279 14,168

当期変動額合計 3,279 14,168

当期末残高 △36,450 △22,282

繰延ヘッジ損益

前期末残高 － －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

－ 12,298

当期変動額合計 － 12,298

当期末残高 － 12,298

評価・換算差額等合計

前期末残高 △39,730 △36,450

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

3,279 26,467

当期変動額合計 3,279 26,467

当期末残高 △36,450 △9,983

純資産合計

前期末残高 890,520 802,193

当期変動額

当期純利益又は当期純損失（△） △153,567 15,957

関係会社への持分法適用に伴う増加高 61,960 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 3,279 26,467

当期変動額合計 △88,327 42,424

当期末残高 802,193 844,618
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(4)【連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成20年10月１日
至 平成21年９月30日)

当連結会計年度
(自 平成21年10月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

△72,822 18,989

減価償却費 6,038 19,034

貸倒引当金の増減額（△は減少） △159 △179

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,695 △1,238

独占販売権契約損失引当金の増減額（△は減
少）

△160,002 －

契約損失引当金の増減額（△は減少） － 11,946

受取利息及び受取配当金 △15,073 △4,740

支払利息 24,694 17,177

為替差損益（△は益） 83,656 44,168

持分法による投資損益（△は益） △11,564 △19,014

売上債権の増減額（△は増加） 160,672 △169,340

たな卸資産の増減額（△は増加） △22,868 33,611

仕入債務の増減額（△は減少） △210,243 33,036

投資有価証券売却損益（△は益） △2,019 △57,984

有形固定資産除却損 － 79

商品評価損 8,556 －

前受金の増減額（△は減少） △156,868 △396,821

前渡金の増減額（△は増加） △3,516 278,991

未収消費税等の増減額（△は増加） △29,613 －

未払金の増減額（△は減少） △8,258 －

その他 △15,506 53,045

小計 △423,203 △139,238

利息及び配当金の受取額 15,925 10,423

利息の支払額 △23,283 △16,283

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △77,471 △5,440

営業活動によるキャッシュ・フロー △508,032 △150,539

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 800,000 －

有形固定資産の取得による支出 △7,639 △750

無形固定資産の取得による支出 △256,175 △32,889

投資有価証券の取得による支出 △94,262 －

投資有価証券の売却による収入 97,046 194,226

定期預金の預入による支出 △500,000 △168,765

定期預金の払戻による収入 300,000 200,000

その他 △10 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 338,959 191,821
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自 平成20年10月１日
至 平成21年９月30日)

当連結会計年度
(自 平成21年10月１日
至 平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 380,000

短期借入金の返済による支出 － △250,000

長期借入れによる収入 50,000 －

長期借入金の返済による支出 △381,600 △386,100

社債の償還による支出 △40,000 △40,000

リース債務の返済による支出 － △444

その他 △524 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △372,124 △296,544

現金及び現金同等物に係る換算差額 △83,656 △7,552

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △624,854 △262,814

現金及び現金同等物の期首残高 1,102,911 478,056

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 478,056 ※1 215,242
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【継続企業の前提に関する注記】 

  該当事項はありません。
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【連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項】

項目
前連結会計年度

(自 平成20年10月１日
至 平成21年９月30日)

当連結会計年度
(自 平成21年10月１日
至 平成22年９月30日)

１ 連結の範囲に関する事項 すべての子会社を連結しておりま
す。               
連結子会社の数  1社       
連結子会社の名称 ㈱イメージワン
ソリューションズ         

同左

２ 持分法の適用に関する事項 すべての関連会社を持分法適用会社
としております。         
関連会社の数  1社        
関連会社の名称 東京スポットイマ
ージュ㈱             

同左

３ 連結子会社の事業年度等に関す 
  る事項

連結子会社の決算日は、連結決算日と
一致しております。

同左

４ 会計処理基準に関する事項    (1)重要な資産の評価基準及び評価

方法 

①有価証券

  その他有価証券
 時価のあるもの

期末日の市場価格等に基づく時価

法(評価差額は、全部純資産直入法

により処理し、売却原価は、移動

平均法による。)

(1)重要な資産の評価基準及び評価

方法  

①有価証券 

  その他有価証券 

 時価のあるもの 

同左

 時価のないもの

移動平均法による原価法

 時価のないもの 

同左

②デリバティブ取引により生ずる

正味の債権（及び債務）

時価法

③たな卸資産

②デリバティブ取引により生ずる

正味の債権（及び債務）

同左

③たな卸資産

評価基準は原価法（収益性低下によ

る簿価切り下げの方法）によってお

ります。

商品
移動平均法による原価法

（会計方針の変更）

「棚卸資産の評価に関する会計基準」

（企業会計基準第9号 平成18年7月5

日公表分）を当連結会計年度より適用

し、評価基準については、移動平均法

による原価法から移動平均法による原

価法（収益性低下による簿価切り下げ

の方法）に変更しております。これに

よる損益に与える影響は軽微でありま

す。

同左 

  

 

商品
同左
仕掛品

個別法による原価法

（会計方針の変更）

従来、たな卸資産については、移動平

均法による原価法を採用しておりまし

たが、一部仕掛品については、個別法

による原価法を新たに採用しておりま

す。この採用は、当連結会計年度よ

り、販売管理システムの更新を機に期

間損益計算をより適正に行うためのも

のであります。これによる利益の影響

は軽微であります。

（2）重要な減価償却資産の減価償

却の方法 

①有形固定資産（リース資産を除

く）

 定率法によっております。
a.平成19年3月31日以前に取得した
もの 
 旧定率法によっております。な
お、耐用年数及び残存価額について
は、法人税法に規定する方法と同一
の基準によっております。  
 また、取得価額の5％に到達した
有形固定資産については、取得価額
の5％相当額と備忘価額の差額を5年
間にわたり均等償却しております。

（2）重要な減価償却資産の減価償

却の方法 

①有形固定資産（リース資産を除

く） 

 同左      
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項目

前連結会計年度 

(自 平成20年10月１日 

 至 平成21年９月30日)

当連結会計年度 

(自 平成21年10月１日 

 至 平成22年９月30日)

４ 会計処理基準に関する事項 b.平成19年4月1日以降に取得したも

の  

 定率法によっております。なお、

耐用年数及び残存価額については、

法人税法に規定する方法と同一の基

準によっております。       

 なお、主な耐用年数は次のとおり

であります。 

建物付属設備    3年～15年 

工具器具備品    4年～10年  

② 無形固定資産

 定額法によっております。  

ソフトウェア 

市場販売目的のソフトウエアにつ

いては、3年以内の定額法としてお

ります。 

自社利用分のソフトウェアについ

ては、社内における利用可能期間

(５年)に基づく定額法としており

ます。 

画像データならびに同作成権及び

販売権 

販売計画に基づき4年から5年の定

額法としております。  

② 無形固定資産 

 同左  

ソフトウェア 

 同左 

  

 

  

 

  

 

画像データならびに同作成権及び販

売権 

同左  

        ③リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース
取引に係わるリース資産  
 リース期間を耐用年数とし、残存
価額をゼロとして算定する方法によ
っております。  
（会計方針の変更）  
所有権移転外ファイナンス・リース
取引については、従来、賃貸借取引
に係る方法に準じた会計処理によっ
ておりましたが、「リース取引に関
する会計基準」（企業会計基準第13
号（平成5年6月17日（企業会計審議
会第一部会）、平成19年３月30日改
正））及び「リース取引に関する会
計基準の適用指針」 （企業会計基
準適用指針第16号（平成6年1月18日
（日本公認会計士協会会計制度委員
会）、平成19年3月30日改正））が
平成20年4月1日以後に開始する連結
会計年度に係る四半期財務諸表から
適用することができることになった
ことに伴い、当連結会計年度からこ
れらの会計基準等を適用し、通常の
売買取引に係る会計処理によってお
ります。また、所有権移転外ファイ
ナンス・リース取引に係るリース資
産の減価償却の方法については、リ
ース期間を耐用年数とし、残存価額
を零とする定額法を採用しておりま
す。  
 なお、リース取引日が適用初年度
前の所有権移転外ファイナンス・リ
ース取引については、通常の賃貸借
取引に係る方法に準じた会計処理を
引き続き採用しております。  
これによる損益に与える影響はあり
ません。   

③リース資産  
同左
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項目
前連結会計年度

(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年９月30日)

当連結会計年度 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日)

４ 会計処理基準に関する事項 

 

（3）外貨建の資産及び負債の本邦

通過への換算基準 

 外貨建金銭債権債務は、決算日の

直物為替相場により円貨に換算し、

換算差額は損益として処理しており

ます。

（3）外貨建の資産及び負債の本邦

通過への換算基準 

 同左

（4）重要な引当金の計上基準 

①貸倒引当金 

 債権の貸倒れによる損失に備える

ため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収不能見込額

を勘案し、回収不能見込額を計上し

ております。

（4）重要な引当金の計上基準 

①貸倒引当金 

 同左

②退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、

期末において発生していると認めら

れる額(期末要支給額)を計上してお

ります。

②退職給付引当金 

 同左

──

③契約損失引当金 

 ＳＰＯＴ衛星画像事業に係わる損

失に備えるため、期末時点での同契

約終了までの損失見込み額を計上し

ております。

（5）重要なヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法

 繰延ヘッジ処理によっておりま

す。また、為替予約が付されている

外貨建金銭債権債務等については、

振当処理を行っております。 

 金利スワップについては、特例処

理の要件を満たしておりますので、

特例処理を採用しております。

（5）重要なヘッジ会計の方法 

①ヘッジ会計の方法 

 繰延ヘッジ処理によっておりま

す。金利スワップのうち、特例処理

の要件を満たしているものは、特例

処理を採用しております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象

 (ヘッジ手段)  (ヘッジ対象)

 為替予約取引
 外貨建金銭 

 債権債務等

 金利スワップ  借入金の利息  

②ヘッジ手段とヘッジ対象

 (ヘッジ手段)  (ヘッジ対象)

 金利スワップ  借入金の利息

 外貨建預金  外貨建予定取引

③ヘッジ方針

 商品の輸入取引に係る為替相場の

変動リスクを軽減するため、実需の

範囲内で為替予約取引を利用してお

ります。ヘッジ対象の識別は個別契

約毎に行っております。

 借入金の金利変動のリスクを回避

する目的で金利スワップ取引を行っ

ており、ヘッジ対象の識別は個別契

約毎に行っております。

③ヘッジ方針 

 借入金の金利変動のリスクを回避

する目的で金利スワップ取引を行っ

ており、ヘッジ対象の識別は個別契

約毎に行っております。 

 為替変動リスクを回避する目的で

外貨預金を利用しております。利用

については実需の範囲内で行うこと

とし、投機目的の取引は行わない方

針であります。
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項目

前連結会計年度 

(自 平成20年10月１日 

  至 平成21年９月30日)

当連結会計年度 

(自 平成21年10月１日 

  至 平成22年９月30日)

４ 会計処理基準に関する事項 ④ヘッジ有効性評価の方法 

 為替予約のうちヘッジ対象とヘッ

ジ手段の重要な条件が同一であり、

高い相関関係があると考えられるも

のについては決算日における有効性

の評価を省略しております。 

 金利スワップの特例処理の要件を

満たしているので決算日における有

効性の評価を省略しております。

④ヘッジ有効性評価の方法 

 ヘッジ対象とヘッジ手段のキャッ

シュ・フロー変動を直接結び付けて

判定しております。 

 なお、金利スワップの特例処理の

要件を満たしているものについては

決算日における有効性の評価を省略

しております。 

 外貨建預金についてはヘッジ手段

とヘッジ対象の重要な条件が同一で

あり、ヘッジ開始以降のキャッシ

ュ・フロー変動を相殺できるため、

決済日における有効性の評価を省略

しております。

（6）その他連結財務諸表作成のた

めの重要な事項  

①消費税等の処理方法  

 消費税及び地方消費税の会計処理

は、税抜方式によっております。 

  

 

 

（6）その他連結財務諸表作成のた

めの重要な事項  

①消費税等の処理方法 

 同左 

  

②連結納税制度の適用 

 連結納税制度を適用しておりま

す。

５ 連結子会社の資産及び負債の

評価に関する事項

連結子会社の資産及び負債の評価

方法は、全面時価評価法によって

おります。

 同左

６ 連結キャッシュ・フロー計算

書における資金の範囲

手許現金、要求払預金及び取得日

から３か月以内に満期の到来する

流動性の高い、容易に換金可能で

あり、かつ、価値の変動について

僅少なリスクしか負わない短期的

な投資からなっております。

 同左
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【追加情報】

前連結会計年度 
(自 平成20年10月1日 
 至 平成21年9月30日)

当連結会計年度 
(自 平成21年10月1日 
 至 平成22年9月30日)

1.市場販売目的のソフトウェアに係わる会計
処理につきましては、従来すべて開発費とし
て費用計上しておりましたが、資産計上すべ
きソフトウェア制作費の金額的重要性が増し
てきたため、当連結会計年度より最初に製品
化された製品マスター完成後のソフトウェア
制作費は、無形固定資産として資産計上し、
製品完成後は、販売可能な見込み有効期間を
保守的に見込んだ結果、3年以内の定額法によ
ることとしました。 
 これにより、従来と同一の方法によった場
合に比べ、営業利益、経常利益及び税金等調
整前当期純利益が、85,355千円増加しており
ます。 
  
2.当連結会計年度より、当社100％出資の株式
会社イメージワンソリューションズを新たに
設立し、連結子会社としたため当連結会計年
度より連結財務諸表を作成しております。株
式会社イメージワンソリューションズが損益
に与える影響は現時点においては軽微であり
ます。なお、当連結会計年度より連結財務諸
表を作成することにより、従来より関連会社
であった東京スポットイマージュ株式会社が
持分法適用会社となったため、純資産が
73,524千円、持分法による投資利益が11,564
千円増加しております。

1.当連結会計年度より連結納税制度を適用し
ております。 
  
2.当社GEO事業部の衛星画像事業における安全
保障分野のマーケットに対するSPOT-5衛星画
像販売事業に関し、過去の実績並びに今後の
見通しを慎重に検討して参りました結果、本
事業については、契約による債務の履行のた
めの不可避的費用が契約上の経済的便益上の
受取見込み額を超過することが、本契約期間
を通じ避けられないとの結論に達し、同画像
仕入れ先との間で原価低減のための交渉を行
っております。この交渉状況を踏まえて、当
連結会計年度から同契約終了までの不利な契
約に係る損失全額を引当計上することと致し
ました。 
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【注記事項】

(連結貸借対照表関係)

前連結会計年度 
(自 平成20年10月1日  
  至 平成21年9月30日)

当連結会計年度 
(自 平成21年10月1日  
  至 平成22年9月30日)

※1 関連会社に対するものは、次のとおりである。
投資有価証券（株式）         102,924千円

 

※1 関連会社に対するものは、次のとおりである。
投資有価証券（株式）         121,939千円
※2 担保に供している資産
現金及び預金             178,500千円 
上記現金及び預金については短期借入金130,000千円の
担保に供しております。
※3 当社において、運転資金の効率的な調達を行うた
め取引銀行1行と当座貸越契約を締結しております。こ
れら契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残高
は次のとおりであります。

当座貸越極度額の総額 200,000千円

借入実行残高 0千円

差引額 200,000千円
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(連結損益計算書関係)

前連結会計年度 
(自 平成20年10月1日  
  至 平成21年9月30日)

当連結会計年度 
(自 平成21年10月1日  
  至 平成22年9月30日)

 

※1 販売費及び一般管理費のうち主要な項目及び金額

は次のとおりであります。

役員報酬 72,387千円

給料及び手当 291,819千円

研究開発費 18,503千円

地代家賃 73,089千円
 

※1 販売費及び一般管理費のうち主要な項目及び金額

は次のとおりであります。

役員報酬 66,561千円

給料及び手当 243,206千円

地代家賃 64,490千円

貸倒引当金 79千円
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前連結会計年度（自 平成20年10月１日 至 平成21年９月30日） 

１ 発行済株式に関する事項 

   
  

２ 自己株式に関する事項 

 
  

３ 新株予約権等に関する事項 

  該当事項はありません。 

  

  

４ 配当に関する事項 

  該当事項はありません。 

  

当連結会計年度（自 平成21年10月１日 至 平成22年９月30日） 

１ 発行済株式に関する事項 

 
  

２ 自己株式に関する事項 

 
  

３ 新株予約権等に関する事項 

  該当事項はありません。 

  

４ 配当に関する事項 

  該当事項はありません。 

  

(連結株主資本等変動計算書関係)

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 35,211 ― ― 35,211

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 745 ─ ― 745

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 35,211 ― ― 35,211

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 745 ─ ― 745
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度 
(自 平成20年10月1日  
  至 平成21年9月30日)

当連結会計年度
(自 平成21年10月1日  
  至 平成22年9月30日)

 

※1 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年9月30日現在）

現金及び預金 678,056千円

預入期間が３か月超の定期預金  △200,000千円

現金及び現金同等物 478,056千円

 

※1 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成22年9月30日現在）

現金及び預金 393,742千円

預入期間が３か月超の定期預金  △178,500千円

現金及び現金同等物 215,242千円
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前連結会計年度 (自 平成20年10月１日 至 平成21年9月30日) 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分の主な製品 

(1) 医療画像事業・・・・・医療画像保管・配信・表示システム、マンモ検診向けシステム 

(2) 衛星画像事業・・・・・衛星画像、ソフトウェア、計測機器 

(3) セキュリティ事業・・・自動復帰型トラップ式フェンスセンサ 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は284,330千円であり、その主なも 

のは当社の本社管理部門に係る費用であります。 

４．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は1,009,388千円であり、当社での余資運用資金 

（現金及び預金、投資有価証券等）及び当社の管理部門に係る資産等であります。 

  

(セグメント情報)

１ 事業の種類別セグメント情報

医療画像事業 衛星画像事業
セキュリティ
事       業

計
消 去 又 は 
全       社

連結

  (千円)    (千円)   (千円)   (千円)   (千円)    (千円)

Ⅰ 売上高及び営業損益

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

1,200,368 940,340 69,026 2,209,736 ― 2,209,736

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,200,368 940,340 69,026 2,209,736 ― 2,209,736

営業費用 991,886 928,645 77,177 1,997,708 284,330 2,282,039

営業利益又は営業損失 (△) 208,482 11,695 △8,150 212,027 (284,330) △72,303

Ⅱ 資産、減価償却費、減損
  損失及び資本的支出

  資産 347,004 1,156,333 12,493 1,515,831 1,009,388 2,525,219

  減価償却費 2,365 2,066 107 4,539 1,498 6,038

  減損損失 ― ― ― ― ― ―

  資本的支出 54,881 208,282 ― 263,164 650 263,814
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当連結会計年度 (自 平成21年10月１日 至 平成22年９月30日) 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分の主な製品 

(1) 医療画像事業・・・・・医療画像保管・配信・表示システム、マンモ検診向けシステム 

(2) 衛星画像事業・・・・・衛星画像、ソフトウェア、計測機器 

(3) セキュリティ事業・・・自動復帰型トラップ式フェンスセンサ 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は204,344千円であり、その主なも 

のは当社の本社管理部門に係る費用であります。 

４．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は579,276千円であり、当社での余資運用資金 

（現金及び預金、投資有価証券等）及び当社の管理部門に係る資産等であります。 

医療画像事業 衛星画像事業
セキュリティ
事       業

計
消 去 又 は 
全       社

連結

  (千円)    (千円)   (千円)   (千円)   (千円)    (千円)

Ⅰ 売上高及び営業損益

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

1,352,643 842,178 23,739 2,218,561 ― 2,218,561

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,352,643 842,178 23,739 2,218,561 ― 2,218,561

営業費用 1,157,170 793,365 31,888 1,982,424 204,344 2,186,769

営業利益又は営業損失 (△) 195,473 48,813 △8,149 236,136 (204,344) 31,792

Ⅱ 資産、減価償却費、減損
  損失及び資本的支出

  資産 434,036 913,379 5,787 1,353,203 579,276 1,932,479

  減価償却費 2,064 14,873 56 16,994 2,039 19,034

  減損損失 ― ― ― ― ― ―

  資本的支出 24,703 8,971 ― 33,674 2,350 36,024
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 前連結会計年度(自 平成20年10月１日 至 平成21年９月30日)及び当連結会計年度(自 平成21年

10月１日 至 平成22年９月30日) 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社および在外支店が存在しないため、該当事項はありませ
ん。 

２ 所在地別セグメント情報
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 前連結会計年度(自 平成20年10月１日 至 平成21年９月30日)及び当連結会計年度(自 平成21年

10月１日 至 平成22年９月30日) 

海外売上高が連結売上高の10%未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

３ 海外売上高
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Ⅰ 前連結会計年度（自 平成20年10月１日 至 平成21年９月30日） 

（追加情報） 

当連結会計年度から、「関連当事者の開示に関する会計基準」（企業会計基準第11号 平成18年

10月17日）及び「関連当事者の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第13号

平成18年10月17日）を適用しております。 

 なお、これによる開示対象範囲の変更はありません。 

  

１ 関連当事者との取引 

（1）連結財務諸表提出会社と関連当事者の取引 

① 連結財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社等の場合に限る。）等 

 
（注）１ 議決権の被所有割合の間接所有については、国際航業㈱の子会社であるアソシエイトリース㈱及び㈱TDS 

      が所有しております。 
      ２ 上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 
      ３ 取引条件及び取引条件の決定方針等  

           ソフトウェア等の購入ついては、一般仕入先に対する取引条件と同様に決定しております。  

  

② 連結財務諸表提出会社の非連結子会社及び関連会社等 

 
（注）１ 上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 
      ２ 取引条件及び取引条件の決定方針等  
         商品仕入及び商品売上については、一般仕入先及び一般売上先に対する取引条件と同様に決定しており 
         ます。 

  

２ 親会社又は重要な関連会社に関する注記 

重要な関連会社の要約財務諸表 

当連結会計年度において、重要な関連会社は東京スポットイマージュ株式会社であり、その要約財

務諸表は以下のとおりであります。 

(関連当事者情報)

種 類

会社等 

の名称又は氏

名

所在地

資本金又は 

出 資 金 

(百万円)

事業の内容

議決権 

の所有 

(被所有) 

割 合

関連当事者との関係
取引の 

内 容

取 引 

金 額 

(千円)

科 目

期 末 

残 高 

（千円）

その他の 

関係会社
国際航業㈱

東京都 

千代田区
16,729

空間情報サー

ビス・建設関

連受託業務

(被所有) 

直  接 

9.9% 

間 接 

13.1%

業務提携

ソフトウェア

等 の 購 入
169,691 未 払 金 －

家 賃 の 

受    取
320 未収入金 －

種 類

会社等 

の名称又は氏

名

所在地

資本金又は 

出 資 金 

(百万円)

事業の内容

議決権  

の所有  

(被所有)  

割 合

関連当事者との関係
取引の 

内 容

取 引 

金 額 

(千円)

科 目

期 末 

残 高 

（千円）

関 連 

会 社

東京ス 

ポット 

イマー 

ジュ㈱

東京都 

新宿区
60

衛星画像 

等 販 売

(所  有) 

直 接 

49.0%

商品の仕入 

及び販売 

役員の兼任

商品仕入 3,912 買 掛 金 －

売  上 61,445 売 掛 金 8,088

家 賃 の 

受    取
5,400 未収入金 －
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Ⅱ 当連結会計年度（自 平成21年10月１日 至 平成22年９月30日） 

１ 関連当事者との取引 

（1）連結財務諸表提出会社と関連当事者の取引 

① 連結財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社等の場合に限る。）等 

 
（注）１ 議決権の被所有割合の間接所有については、国際航業㈱の子会社であるアソシエイトリース㈱及び㈱TDS 

      が所有しております。 
      ２ 上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 
      ３ 取引条件及び取引条件の決定方針等  

           ソフトウェア等の購入及び商品売上ついては、一般仕入先及び一般売上先に対する取引条件と同様に決定 
      しております。  

  

② 連結財務諸表提出会社の非連結子会社及び関連会社等 

 
（注）１ 上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 
      ２ 取引条件及び取引条件の決定方針等  
         商品売上については、一般売上先に対する取引条件と同様に決定しております。 

  

２ 親会社又は重要な関連会社に関する注記 

重要な関連会社の要約財務諸表 

当連結会計年度において、重要な関連会社は東京スポットイマージュ株式会社であり、その要約財

東京スポットイマージュ株式会社

流動資産合計 281,164千円

固定資産合計 3,181千円

流動負債合計 68,608千円

固定負債合計 5,686千円

純資産合計 210,050千円

売上高 200,421千円

税引前当期純利益金額 44,888千円

当期純利益金額 23,600千円

種 類

会社等 

の名称又は氏

名

所在地

資本金又は 

出 資 金 

(百万円)

事業の内容

議決権 

の所有 

(被所有) 

割 合

関連当事者との関係
取引の 

内 容

取 引 

金 額 

(千円)

科 目

期 末 

残 高 

（千円）

その他の関係

会社
国際航業㈱

東京都 

千代田区
16,729

空間情報サー

ビス・建設関

連受託業務

(被所有) 

直  接 

9.9% 

間 接 

13.1%

業務提携

ソフトウェア

等 の 購 入
3,280 未 払 金 －

売  上 67,100 売 掛 金 70,455

種 類

会社等 

の名称又は氏

名

所在地

資本金又は 

出 資 金 

(百万円)

事業の内容

議決権  

の所有  

(被所有)  

割 合

関連当事者との関係
取引の 

内 容

取 引 

金 額 

(千円)

科 目

期 末 

残 高 

（千円）

関 連 

会 社

東京ス 

ポット 

イマー 

ジュ㈱

東京都 

新宿区
60

衛星画像 

等 販 売

(所  有) 

直 接 

49.0%

商品の販売 

役員の兼任
売  上 79,913 売 掛 金 25,262
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務諸表は以下のとおりであります。 

  

 
  

(開示の省略) 

リース取引、税効果会計、金融商品、有価証券、退職給付、デリバティブ取引、ストック・オプ

ション等関係、賃貸等不動産関係等に関する注記事項については、決算短信時における開示の必要

性が大きくないと考えられるため開示を省略しております。 

東京スポットイマージュ株式会社

流動資産合計 294,186千円

固定資産合計 3,576千円

流動負債合計 41,624千円

固定負債合計 7,282千円

純資産合計 248,855千円

売上高 204,104千円

税引前当期純利益金額 54,249千円

当期純利益金額 32,007千円
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(注) 算定上の基礎 

    １.１株当たり純資産額 

 
  

    ２.１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益 

 
  

  

(１株当たり情報)

前連結会計年度 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年９月30日)

当連結会計年度 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年９月30日)

１株当たり純資産額 23,274円92銭 １株当たり純資産額 24,505円84銭

１株当たり当期純損失 △4,455円62銭 １株当たり当期純利益 462円99銭

潜在株式調整後１株
当たり当期純利益

なお、潜在株式調整後１株
当たり当期純利益について
は、1株当たり当期純損失
であり、また、潜在株式が
存在しないため記載してお
りません。 
 

潜在株式調整後１株
当たり当期純利益

なお、潜在株式調整後１株
当たり当期純利益について
は、潜在株式が存在しない
ため記載しておりません。
 

前連結会計年度
(平成21年９月30日)

当連結会計年度 
(平成22年９月30日)

連結貸借対照表の純資産の部の
合計額(千円)

802,193 844,618

普通株式に係る期末の純資産額
(千円)

802,193 844,618

普通株式の発行済株式数(株) 35,211 35,211

普通株式の自己株式数(株) 745 745

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数(株)

34,466 34,466

前連結会計年度
(自 平成20年10月１日
 至 平成21年９月30日)

当連結会計年度 
(自 平成21年10月１日 
  至 平成22年９月30日)

当期純利益又は当期純損失（△）
(千円)

△153,567 15,957

普通株式に係る当期純利益又は
当期純損失（△）(千円)

△153,567 15,957

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 34,466 34,466
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(重要な後発事象) 

該当事項はありません。
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5.【個別財務諸表】

(1)【貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成21年９月30日)

当事業年度
(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 667,675 381,738

受取手形 13,181 488

売掛金 258,418 440,451

商品 72,705 25,037

仕掛品 － 14,056

前渡金 739,162 460,171

前払費用 7,024 11,097

未収消費税等 30,943 －

その他 35,054 16,275

貸倒引当金 △656 △474

流動資産合計 1,823,511 1,348,844

固定資産

有形固定資産

建物 16,466 16,466

減価償却累計額 △11,530 △12,425

建物（純額） 4,936 4,041

構築物 1,100 1,100

減価償却累計額 △480 △710

構築物（純額） 619 389

工具、器具及び備品 27,779 26,729

減価償却累計額 △19,204 △21,956

工具、器具及び備品（純額） 8,575 4,772

有形固定資産合計 14,130 9,203

無形固定資産

ソフトウエア 4,261 36,165

ソフトウエア仮勘定 85,355 75,879

リース資産 － 7,260

画像データならびに同作成権及び販売権 166,200 166,200

電話加入権 2,079 2,079

無形固定資産合計 257,897 287,585

投資その他の資産

投資有価証券 254,894 98,859

関係会社株式 39,400 39,400

出資金 10 10

差入保証金 55,033 50,926

長期前払費用 6,435 3,107

投資その他の資産合計 355,772 192,303

固定資産合計 627,800 489,091
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(単位：千円)

前事業年度
(平成21年９月30日)

当事業年度
(平成22年９月30日)

資産合計 2,451,311 1,837,936

負債の部

流動負債

買掛金 127,909 160,945

短期借入金 － 130,000

1年内償還予定の社債 40,000 40,000

1年内返済予定の長期借入金 386,100 263,600

未払金 18,847 11,975

未払費用 12,736 14,726

未払法人税等 5,811 4,593

前受金 706,701 309,880

リース債務 － 1,475

預り金 3,320 2,702

契約損失引当金 － 11,946

その他 23 13,307

流動負債合計 1,301,450 965,153

固定負債

社債 80,000 40,000

長期借入金 339,300 75,700

リース債務 － 5,930

退職給付引当金 2,232 994

固定負債合計 421,532 122,624

負債合計 1,722,982 1,087,777

純資産の部

株主資本

資本金 949,601 949,601

資本剰余金

資本準備金 92,599 92,599

資本剰余金合計 92,599 92,599

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △165,471 △170,109

利益剰余金合計 △165,471 △170,109

自己株式 △111,949 △111,949

株主資本合計 764,779 760,141

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △36,450 △22,282

繰延ヘッジ損益 － 12,298

評価・換算差額等合計 △36,450 △9,983

純資産合計 728,328 750,158
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(単位：千円)

前事業年度
(平成21年９月30日)

当事業年度
(平成22年９月30日)

負債純資産合計 2,451,311 1,837,936
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(2)【損益計算書】

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成20年10月１日
至 平成21年９月30日)

当事業年度
(自 平成21年10月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 2,209,736 2,218,561

売上原価

商品期首たな卸高 58,393 －

当期商品仕入高 1,577,297 －

合計 1,635,690 －

商品期末たな卸高 72,705 －

売上原価合計 1,562,984 1,580,863

売上総利益 646,751 637,698

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 21,019 13,330

役員報酬 72,387 66,561

給料及び手当 291,819 243,206

法定福利費 41,211 41,481

旅費交通費及び通信費 42,801 44,550

減価償却費 6,038 7,184

研究開発費 18,503 825

地代家賃 73,089 64,490

賃借料 6,832 4,533

その他 145,852 121,473

販売費及び一般管理費合計 719,556 607,636

営業利益又は営業損失（△） △72,804 30,061

営業外収益

受取利息 4,271 635

受取配当金 － 340

有価証券利息 10,800 3,760

投資有価証券売却益 2,019 12,357

その他 4,751 3,459

営業外収益合計 21,841 20,552

営業外費用

支払利息 23,313 16,177

社債利息 1,380 1,000

為替差損 1,362 16,992

支払手数料 7,957 7,200

その他 73 9

営業外費用合計 34,087 41,380

経常利益又は経常損失（△） △85,050 9,234

特別利益

貸倒引当金戻入額 158 －

投資有価証券売却益 45,627

特別利益合計 158 45,627
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成20年10月１日
至 平成21年９月30日)

当事業年度
(自 平成21年10月１日
至 平成22年９月30日)

特別損失

契約損失引当金繰入額 － 53,850

固定資産除却損 － 79

その他 2,692

特別損失合計 － 56,622

税引前当期純損失（△） △84,892 △1,760

法人税、住民税及び事業税 4,670 2,877

過年度法人税等 75,908 －

法人税等合計 80,579 2,877

当期純損失（△） △165,471 △4,637
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(3)【株主資本等変動計算書】

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成20年10月１日
至 平成21年９月30日)

当事業年度
(自 平成21年10月１日
至 平成22年９月30日)

株主資本

資本金

前期末残高 949,601 949,601

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 949,601 949,601

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 473,505 92,599

当期変動額

資本準備金の取崩 △380,906 －

当期変動額合計 △380,906 －

当期末残高 92,599 92,599

その他資本剰余金

前期末残高 － －

当期変動額

資本準備金の取崩 380,906 －

欠損填補 △380,906 －

当期変動額合計 － －

当期末残高 － －

資本剰余金合計

前期末残高 473,505 92,599

当期変動額

資本準備金の取崩 － －

欠損填補 △380,906 －

当期変動額合計 △380,906 －

当期末残高 92,599 92,599

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

前期末残高 △380,906 △165,471

当期変動額

欠損填補 380,906 －

当期純損失（△） △165,471 △4,637

当期変動額合計 215,434 △4,637

当期末残高 △165,471 △170,109

利益剰余金合計

前期末残高 △380,906 △165,471

当期変動額

欠損填補 380,906 －
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成20年10月１日
至 平成21年９月30日)

当事業年度
(自 平成21年10月１日
至 平成22年９月30日)

当期純損失（△） △165,471 △4,637

当期変動額合計 215,434 △4,637

当期末残高 △165,471 △170,109

自己株式

前期末残高 △111,949 △111,949

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 △111,949 △111,949

株主資本合計

前期末残高 930,251 764,779

当期変動額

欠損填補 － －

当期純損失（△） △165,471 △4,637

当期変動額合計 △165,471 △4,637

当期末残高 764,779 760,141

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

前期末残高 △39,730 △36,450

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 3,279 14,168

当期変動額合計 3,279 14,168

当期末残高 △36,450 △22,282

繰延ヘッジ損益

前期末残高 － －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － 12,298

当期変動額合計 － 12,298

当期末残高 － 12,298

評価・換算差額等合計

前期末残高 △39,730 △36,450

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 3,279 26,467

当期変動額合計 3,279 26,467

当期末残高 △36,450 △9,983
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成20年10月１日
至 平成21年９月30日)

当事業年度
(自 平成21年10月１日
至 平成22年９月30日)

純資産合計

前期末残高 890,520 728,328

当期変動額

当期純損失（△） △165,471 △4,637

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 3,279 26,467

当期変動額合計 △162,191 21,829

当期末残高 728,328 750,158
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【継続企業の前提に関する注記】 

  該当事項はありません。
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【表示方法の変更】

前事業年度 
(自 平成20年10月1日  
  至 平成21年9月30日)

当事業年度 
(自 平成21年10月1日  
  至 平成22年9月30日)

 

           ──  従来、売上原価については、区分掲記しておりました

が、当事業年度より区分して記載することが不適当である

ため、当事業年度より売上原価を一括掲記しております。

 当事業年度の売上原価の内訳は、商品期首たな卸高

67,190千円、当期商品仕入高1,170,703千円、当期製造原

価370,699千円、他勘定振替高2,692千円、商品期末たな卸

高 25,037千円です。
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【注記事項】 

 (重要な後発事象) 

 該当事項はありません。
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該当事項はありません 

該当事項はありません。 

  

6. その他

(1) 役員の異動

(2) その他
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